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■岡山オルガノン 10/2地域活性化シンポジウム
　岡山オルガノン地域活性化委員会
では、各大学が個別で行っている地
域に関する研究を取りまとめ、相互
に連携協力することにより、新しい形
での地域活性化を実施するための
活動を行っています。
　平成22年10月2日に開催したシ
ンポジウムは、岡山理科大の波田学長の挨拶に始まり、第１部では倉敷
芸術科学大の藤高教授、くらしき作陽大の木戸教授、山陽学園大の濱田
教授、岡山理科大の志野教授による地域に関する取り組みや研究成果
の発表が行われました。本学からは、「新庄村における集落活性化の取り
組み」と題して、経済学部の多田教授が登壇しました。
　第2部では、倉敷商工会議所の岡副会頭（当時）、和気町丸山・南山方
区集落機能再生協会員会の片倉氏、笠岡市建設産業部経済観光活性課
の守屋氏をパネリストとし、活発な議論が行われました。
 

■平成２２年度共同研究・受託研究について
　産学官連携センターでは、平成２２年度は２件の共同研究、１件の受託
研究を実施しています。共同研究では、浅野産業株式会社と本学経営学
部小松原教授による「暮らしのポータルサイトに関する研究」、西尾総合
印刷株式会社と本学経営学部高林准教授による「地方都市における印
刷及び、関連産業におけるシナリオ手法を用いた業態変革に関する研
究」を行っています。受託研究では、岡山県と本学経済学部多田教授に
よる「ソーシャルビジネスを協働の担い手として根付かせるための調査・
研究事業」に関する委託研究が行われています。
　社会科学分野での共同研究等は、技術的シーズを基盤にする自然科
学分野と比較して、取り組み方法に違いがあり、産業や行政などへの理
解が進んでいない現状があります。本学の取り組みについては南大阪
地域大学コンソーシアムからヒヤリング調査を受けるなど、注目を集め
ています。これからも積極的に共同研究事業を行っていきます。
　共同研究・受託研究に関するお問い合わせ（岡山商科大学産学官連携
センター・℡０８６－２５６－６６７６）
 

■平成２３年度双方向ライブ型遠隔講義について
　岡山県１５大学連携による単位互換の双方向ライブ型遠隔講義が、今年
度前期からスタートしました。
　最新最高画質のテレビ会議システムのカメラが、お互い他大学の学生の
顔や先生の映像、そして講義資料等のコンテンツを遠隔地の他大学の教室
にリアルタイムで配信します。学生は、対面授業のように違和感なく交流を
図ることができ、参加意識を持って受講することができます。
　平成２３年度の双方向ライブ型遠隔講義は、岡山商科大学の「経営学特
殊講義Ⅰ」・「経営学特殊講義Ⅱ」、岡山大学の「大学と社会」、岡山県立大学の
「音楽の鑑賞」、岡山理科大学の「岡山学」、川崎医科大学の「個人・社会と医
療考」、川崎医療福祉大学の「哲学」、倉敷芸術科学大学の「まちづくりイン
ターンシップ」・「倉敷まちづくり基礎論」・「倉敷まちづくり実践論」、くらしき
作陽大学の「特別支援教育総論」、山陽学園大学の「宗教思想」、中国学園大
学の「現代子供学入門」の13科目が開講される予定です。（科目は追加・変
更、名称変更される場合があります。）

■e-Learning講義について
　岡山県１５大学連携による単位互換のVOD型e-Learning講義が、今年度後
期より開講し、岡山理科大学の「アルゴリズム入門」、川崎医療福祉大学の「睡眠
学」、吉備国際大学の「スポーツ産業論」の３科目が配信されています。
　Video On Demand方式によるe-Learningは、パソコンを使用して動画配
信される授業を見ながら自分のペースに合わせて繰り返し受講できる、新しい
学習システムです。履修生はインターネット上で先生に質問や課題提出ができ、
通常の授業と同じ感覚で受講することができます。
　平成２３年度のVOD型e-Learning講義は、岡山商科大学の「パーソナル 
ファイナンス」、岡山大学の「知らなきゃやばい、大人のマナー」、岡山県立大学
の「解析学Ⅰ」、岡山理科大学の「アルゴリズム入門」・「インターネット入門」・「環境
と社会」・「環境考古学」、倉敷芸術科学大学の「西洋美術史Ⅱ」、くらしき作陽大学
の「音楽療法概論」・「食心理学」、山陽学園大学の「現代中国論」、就実大学の「日
本人の思想」・「日本美術史b」の１３科目が開講される予定です。（科目は追加・変
更、名称変更される場合があります。）

■オフキャンパス・セミナー２０１０年度実績
　オフキャンパス・セミナーは本学教員が岡山県内の地域団体や企業
の方々のニーズに応じた内容の講義を無料でお届けする出前講義で
す。１９９９年度からスタートしたこの制度は、専門分野における日頃の
研究成果を広く地域の皆様に還元させていただくことを目的としたも
のです。２０１１年度のセミナー実施は６月中旬からです。お問い合わせ
は社会総合研究所（℡０８６－２56－6656）まで。
●２０１０年９月１日
　板野機工株式会社様のご依頼により講演
　「営業に関する、企画力、マッチング、提案力」
　経営学部　教授　山口博幸
●２０１０年８月２６日
　真庭商工会様のご依頼により講演
　「商業による街の活性化」
　経営学部　教授　岡本輝代志

■岡山県生涯学習大学（大学院コース・国際理解分野）実施報告
　テーマ：「現代市民社会と法」
　今回は定員（２０名）を上回る３１名の方に受講いただきました。今回
の講師は法学部教員が担当し、裁判員制度、離婚問題等、日常生活に関
わる内容を取り上げ、法律をわかりやすく解説しました。

■「第６回地域再生シンポジウム」開催します
①開催日時　　２０１１年３月５日（土）１３時～１６時30分
②開催場所　　岡山商科大学7号館７８１教室
③シンポジウムテーマ　「地域主権を考える」
※参加無料　
お問い合わせは産学官連携センター（TEL 086-256-6676）まで

離婚法における有責主義から破綻主義への転換

経済法生成の歴史・独占禁止法の沿革　

消費生活・契約と法

地方自治のグローバル化とこれからのわが国の
地方分権の方向 ～補充制の原則の具体的な適用について～　

現代国家における法の構造と多様性　

裁判員裁判のゆくえ
～陪審裁判との比較・運用一年を振り返る～　
（午前）労働判例の最近の動向・両親の離婚と子の利益
（午後）外国人の人権

グローバル化社会の視点で見る日本の歴史　

成澤　寛

中山秀木

倉持　弘

安宅敬祐　

青井秀夫

小浦美保

香山忠志
西浦　公

渡辺　渡

8/3

8/4

8/5

8/6

8/23

8/24

8/25

8/26

■吉備創生カレッジ（大学コンソーシアム）提供講座
　吉備創生カレッジは、大学コンソーシアム岡山と山陽新聞社が共催で
開講している一般市民向けの公開講座です。大学コンソーシアム岡山加
盟大学からそれぞれ講師を派遣しており、各大学の特色を生かした内容
で行われています。平成２２年度前期では半期の受講者が初めて500
名を超えるなど、市民の間に広く浸透し、人気講座となっています。
　平成２２年度は本学から、以下の講師を派遣しています。

CONTENTS
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〈アジアリポート〉
　●2010年度のアジアビジネスコースについて　●「中国絵画・書道展」開催　●孔子学院公開講演会開催
〈キャリアセンター便り〉
　●人事担当者がキャリアカウンセラーに　●地学地就バスツアー　●卒業予定対象学内合同企業説明会開催　
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2010年
7月2日、16日、30日

2010年
7月8日、22日、8月5日

2010年
7月9日、7月23日、8月6日

2011年
1月21日、2月4日、2月18日

2011年
2月15日、3月1日、3月15日

地域づくりの課題と展望

中国の歴史と経済

歴史研究と歴史教育の現状

財務分析と株式投資　

国際社会のルールの仕組み

多田憲一郎（経済学部教授）

南部　稔（経営学部教授）

渡辺　渡（法学部講師）

市村　巧（経営学部教授）

砂川和泉（法学部准教授）

月日 テーマ 講師

月日 テーマ 講師



　2010年度保護者懇談
会が9月12日（日）本学に
おいて開催され、140名の
保護者の方にご参加いただ
きました。今年度は本学の
みでの開催となりましたが、
多数の皆様にご参加いただけたことに改めてお礼
申し上げます。今回は、商学部4年 岡佳佑君の『ボク
のシューカツ体験記』と題した体験談発表や、人事
コンサルタントを招いてのキャリア講演会など盛り
だくさんの内容で、大変ご好評をいただきました。
来年度は地方での開催も計画しておりますので、是
非ともご参加いただきますようお願い申し上げます。

（総務企画課）

　９月１５日（水）、前期卒業式を本館大会議室にて
挙行しました。学部は商学部９名（商学科８名、産業
経営学科１名）、法経学部１名（経済学科）、経済学部
２名の合計１２名が、また大学院では商学研究科７
名、法学研究科２名、合計９名の卒業生が井尻学長
より学位記を授与され、思い出深い学舎を後にしま
した。卒業生の社会での様々な分野での活躍を願う
ばかりです。
　また、９月３０日（木）には後期大学院入学式を学
長室にて挙行し、商学研究科に１名の学生を迎え入
れました。

（総務企画課）

　９月１４日（火）～１６日（木）の３日間、岡山市立京
山中学校の２年生の生徒２名が本学で「職場体験学
習」を行いました。生徒達は入試課では資料の発送
の業務を行ったり、キャリアセンターでは実際に企
業訪問に同行し、図書館では受付を担当し、学生と
接し、希望の本をさがしたりと、日頃の授業では体験
出来ない貴重な経験をしました。体験した生徒から
は「笑顔と挨拶が大事であることがよくわかった」
「仕事の大変さが身にしみた」等の感想が聞かれま
した。３日間と短い期間でしたが、生徒達には今回の
経験を活かし、将来の進路を決めるきっかけや、新
たな事を発見する一助となることを望みます。

（総務企画課）

　この度、岡山商科大学で
授業を受けさせて頂き、誠
に有難うございました。
　初日は期待や興奮より
も不安の方が大きく、何か
と心配ばかりしていました
が、教務課の職員の方々の穏やかな笑顔、そして学
生の皆さん、先生方のご厚意のおかげで楽しい5日
間を過ごすことができ、とても感謝しています。
　多くのことを吸収することができたこの5日間は、
かけがえのない大切な思い出となりました。
　今回の体験授業で、世界には多種多様な人々が
数多く生まれ、その一人ひとりが自分の持っている
個性の輝きで世界を元気にさせていることを実感
しました。
　また、今まで、「勉強」とは自分の為だけにするも
のだとずっと思っていましたが、そうではないという
ことを気付かされました。
　勉強は自分の為だけでなく、周りの人々を幸せに
するためにするものだと気付けた時に、その人の将
来はどのような輝きに包まれるのでしょう。
　きっと、暖かい柔らかな太陽の日差しに包まれな
がら、優しい人生を歩んでいくのだと思います。
（岡山市立岡山後楽館高等学校　2年次　高岡龍右）

　まず、大学祭を無事に開
催し終了できたことを心か
ら嬉しく思います。
　今年度の大学祭のテー
マ で あ る『 商 劇 祭 ～
Magic Time 2010～』
は皆さんに笑顔で、魔法にかかったような特別な時
間を過ごしていただける、そんな大学祭を目標に
やってきました。今年度の、2日間に亘るお笑い・トー
クショー、そしてメインステージや模擬店、そのどれ
をとっても皆さんに笑顔で魔法にかかったような特
別な時間を過ごしていただけたのではないかと思
います。正直なところ、大学祭をするにあたり辛いこ
ともたくさんありましたが、それ以上に得たものは
大きいと改めて感じます。大学祭を通して得た経験
をこれからの大学生活に活かし過ごしたいと思いま
す。最後になりましたが、今回快く協力してくださっ
た関係者の皆様に改めて御礼申し上げたいと思い
ます。ありがとうございました。

（大学祭実行本部　委員長　坂本大輔）

　岡山商科大学学会が主催する学術講演会が、11
月2日(火)午後2時40分から772番教室で開催さ
れました。今年度の講演会は法政大学法学部教授・
廣瀬克哉氏をお招きして、「地域主権改革と今後の
地方自治体」というテーマで行われ、本学教職員・学
生だけでなく、一般の方や自治体関係者も受講され
ました。

　講演のなかで廣瀬氏は、
政府の地方行財政検討会
議における議論を紹介しな
がら、住民が自治体の基本
構造を地域の実情に応じて
選択できるようにすべきで
あると主張されました。また、地方自治の本旨を改め
て考える必要があり、自治体の決定が住民の意思を
反映したものとして納得できるような仕組みを作ら
なければならないと訴えられました。

（法学部准教授　砂川和泉）

　１１月１３日（土）、「日本事情特設講義」の受講生を
中心に３５名が学園バスで現地視察学習へ行きまし
た。その日、私達学生は赤と青の二つのグループに
分かれて、専門のボランティアの案内で親切な解説
を受けました。
　江戸時代の大名庭園の
「後楽園」は日本三名園の
一つで世界に誇る歴史的
文化遺産です。延養亭を中
心にして、のびやかな芝生
が広がり、池、築山、茶室が
園路と水路で結ばれて、歩きながら移り変わる景色
にひかれました。唯心山に登り頂上からは園内を一
望でき、まるで水と緑の豊かな世界にいるような気
がしました。流店に寄ったり、鶴舎ではタンチョウの優
雅な姿にうっとりしました。そして、郭沫若氏の詩碑
を発見し、中国の先人と後楽園のつながりを初めて
知りました。抹茶を飲み、岡山名産物の吉備団子を食
べながら、後楽園の美しさを満喫した後、岡山城の天
守閣へ向かいました。
　「岡山城」は戦国時代に宇喜多秀家によって築城
され、江戸時代の一国一城を代表する城です。城の
隅々まで詳しく解説を聞くことが出来ました。天守閣
では浮世絵の展覧会の名作を見ながら、江戸時代の
庶民の生活と文化に触れ、いっそう興味を持つように
なりました。
　半日の旅を通して、私達は日本庭園の美しさと岡
山城を直接見て、手で触り、体験して日本事情と日本
文化の理解を深めることができ、とても楽しかったで
す。
（経営学科　３学年　何麗平　劉晨微　王小杭）

　私は去る６月１２日に岡山商科大学と忠清大学が
共同開催した日本語スピーチコンテストで入賞し、そ
の副賞として７月２０日から３泊４日の日程で岡山を
訪問しました。
　日本に到着して思ったのは、「韓国との違いはあま
りなく、親しみやすい国」ということでした。そして、自
転車で通勤をする人が多いこと、夕方になるとスー
パーなどで特売セールが始まる事を知り、驚きました。
この日、最も驚いた事は、自動販売機で様々な物を
販売していることでした。このように自動販売機で

色々な物を売ることは韓国ではあまりないので、見
習うべきだと思いました。
　2日目は、岡山商科大学を訪問し、井尻学長とお
会いした後、学内を見学しました。井尻学長はとても
謙虚で慈しみ深い方で、キャンパスは伝統があり、物
静かな雰囲気でした。大学を見学した後は、近くに
ある岡山商科大学附属高校を訪問して生徒達と交
流をしました。そこでは日本特有のお菓子や伝統の
遊びを学んだし、日本の学校生活の様子もよくわか
るようになりました。
　日本の生徒や先生と交流を重ねる中で驚いた点
があります。それは、日本の人達は交流行事にみん
な積極的だということです。これは必ず模範としな
ければならない事だと感じました。
　2日目の夜は日本旅館に泊まりましたが、私は旅
館の部屋に入った瞬間、驚嘆しました。それは「気持
ちが良く、安心出来る」と感じたからです。一般のホ
テルより、この旅館の方が私には心地よく過ごせま
した。温泉も疲れが取れ、快適でした。
　3日目は瀬戸大橋や岡山城を見学し、日本の伝統
文化に触れました。
　日本での3日間は本当に楽しくて有意義な経験で
した。この訪問を通じ、私は多くの日本人に会ったし、
多くの日本の食べ物や文化に接し、貴重な経験をす
る事が出来ました。
　今後も機会があれば日本を訪問したいし、真剣に
岡山商科大学への留学を考えてみたいと思います。
　最後になりましたが、このような素晴らしい機会
を提供していただいた井尻学長先生に心より感謝
を申し上げます。

（韓国　清州大成高校　３年生　キム　テホ）

　2010年夏（8月10日～14日の５日間）、韓国盤
松高等学校生３４名を本学初の試みである短期語
学研修生として受け入れました。
　研修生は、韓国で学んだ日本語を実践で試し、語
学力の向上と日本文化に触れ、実際の日本を肌で感
じること等々を目的とし、参加されました。
　主な研修内容は、本学教員による日本語授業及
び学外社会見学等でありました。日本語授業では、
真剣な受講態度で貪欲に日本語を吸収したいとい
う意欲が感じられました。また、社会見学では、地元
テレビ局である岡山放送株式会社を訪問させてい
ただき、実際のスタジオ見学やアナウンサーやス
タッフの方々からの説明を受けました。大変興味深
かったようで、次々と質問等があり、活き活きとした
高校生の姿をみることができました。その他、後楽
園・美観地区・瀬戸大橋見学及び大阪まで足を延ばし
ました。自由時間では、実際の日本語能力を試す機
会でありましたが、研修の目的を達成するため、積
極的に行動している姿を目の当たりにし、生徒の
方々には貴重な体験ができたのではと感じました。
短い期間でハードなスケジュールでの研修でありま
したが、規律正しく本学が用意した研修プログラム
に精力的に取り組む姿勢には感銘を受けました。
　最後に、この本学での体験が34名一人ひとりの
今後の人生に少しでも役立つことを願うばかりです。

（総務企画課）

　アメリカやイギリスなどの外国に比べ、日本ではあ
まり進んでいない子供たちへの金銭教育を行うこと
で自らのスキルアップを実現したい。大学祭でキッズ
マネー教室を開催するというＦＰコースの伝統を作
ることで、地域社会への貢献を行いたい。その思い
から昨年に引き続きキッズマネー教室をＦＰコースの
皆で協力して開催しました。
　このキッズマネー教室の内容を説明すると、小学
生を対象にゲーム形式で様々な収入と支出のケー
スをお小遣い帳に記入して、正しいお金の使い方を
学ばせるというものです。まだ理解力・判断力の低い
小学生に対して金銭教育を行うには、私たちの知識
や説明力がとても重要な要素になってきます。
　しかしながら、実際にキッズマネー教室で子供たち
に接してみるとゲーム自体を楽しむことは出来まし
たが、お金に関する知識や考え方、使い方をあまり考
えることが出来ずに終わってしまうという問題点があ
りました。この問題点の原因としては私たちの説明力
不足、事前の準備不足などが挙げられます。
　今後も毎年キッズマネー教室を開催し、金銭教育
をリアルタイムで学んでいる学生が多くの試行錯誤
を繰り返していき、自らの金融リテラシー能力の向上
に励んでいくことが、この問題点の解決に繋がってい
くと考えています。
　今回のキッズマネー教室
を通じて、私たちは現時点
での自分たちの能力を把握
することができ、自分自身の
未熟さを痛感するとともに、
子供たちにとってこのキッズマネー教室のような金
銭教育を行う場がいかに必要であるのかを強く感じ
ることが出来ました。さらに私たち学生にとっても自
らの能力を試す場として、キッズマネー教室を開催す
ることは必要であると感じました。
　今後も今回の反省点を克服できるよう金融知識
を深めるとともに、コミュニケーション能力を身に付
け進行方法も工夫しながら、ＦＰコースの皆でキッズ
マネー教室に取り組んでいき、自らのスキルアップを
実現しながら、まだ日本では十分に推し進められてい
ない若い世代を対象とした金銭教育の場を提供して
いきたいと思います。
（経営学部商学科ＦＰコース　１回生　中嶋勇輝）

　第１５回岡山県民ゴルフ
大会の決勝が１１月５日
（金）に、たけべの森ゴルフ
倶楽部で行われ、３度目の
挑戦で、念願の人生初タイ
トルを取ることができました。
　実は大会数日前まであま
り調子が良くなく少し心配でしたが、大会に向け連
日一生懸命練習し、大会当日は今まで練習してきた
ことを信じ、練習どおり打てるよう落ち着いてラウン
ドすることができました。
　試合中は何度もミスをしましたが、諦めず我慢し、
集中力を切らさないよう一打一打を大切に打つこと

を心がけました。
　この結果、自分でも驚きの優勝という最高の結果
が付いてきてくれました。
この大会は２０１１年の国体予選会も兼ねているの
で、４月から始まる最終選考会でもよいプレーがで
き国体出場が果たせるよう、全力を尽くします。
　最後に、卒業まであと１年余り、ゴルフ部部長とし
ては半年程ですが、部長としてゴルフ部の大会でも
よい結果がだせるよう、部員とともに頑張っていき
たいです。　  （商学部商学科　３回生　荒木一貴）

　科研費は、平成２３年度国の概算要求において、
「新成長戦略」（平成２２年６月１８日閣議決定）を受
け、我が国の成長の原動力となる「強い人材」の実
現のために、さらなる拡充が図られています。若手
研究者向けの「若手研究（Ａ・Ｂ）」は採択率３０％を
目標とし、「基盤研究（Ｃ）」は人文・社会科学系を含
む研究活動の裾野の拡大が図られています。また、
ハイリスク研究を支援する「挑戦的萌芽研究」の機
会が拡大（約２倍）など、若手研究者を支援する環境
が整いつつあります。
　本学においても、平成２２年度は、基盤研究（Ｂ）が
２件（研究分担者含む）、若手研究（Ｂ）が２件、研究
活動スタート支援が１件の合計５件の採択を受けて
います。

　ユタリーノルームに学部別に専門の教員が選書
した新着図書コーナーがあることを、あなたは知っ
ていますか。西側に並んだ大きな棚には、学習に役
立つ学生のための資料が満載です。レポートの作成
や課題、研究をするとき必要な、専門分野の知識を
吸収できること間違いなし！！
　もちろん貸出可能です。必要な資料は早めに借り
て情報を増やしましょう。
　ところで、昨年度開設したユタリーノルーム。あな
たは上手に活用していますか？友人達と、おしゃべり
しながら学習できるとあって人気のスポットです。広
い机、明るく快適な室内なので仲間同士のミーティ
ングにも最適ですよ。また女性優先席も設置してい
るので、女子学生の皆さんにも安心して利用してい
ただいています。
　図書館は情報の宝庫です。様々な発見、感動を得
て学生生活に役立ててください。

(図書課）
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　2010年度保護者懇談
会が9月12日（日）本学に
おいて開催され、140名の
保護者の方にご参加いただ
きました。今年度は本学の
みでの開催となりましたが、
多数の皆様にご参加いただけたことに改めてお礼
申し上げます。今回は、商学部4年 岡佳佑君の『ボク
のシューカツ体験記』と題した体験談発表や、人事
コンサルタントを招いてのキャリア講演会など盛り
だくさんの内容で、大変ご好評をいただきました。
来年度は地方での開催も計画しておりますので、是
非ともご参加いただきますようお願い申し上げます。

（総務企画課）

　９月１５日（水）、前期卒業式を本館大会議室にて
挙行しました。学部は商学部９名（商学科８名、産業
経営学科１名）、法経学部１名（経済学科）、経済学部
２名の合計１２名が、また大学院では商学研究科７
名、法学研究科２名、合計９名の卒業生が井尻学長
より学位記を授与され、思い出深い学舎を後にしま
した。卒業生の社会での様々な分野での活躍を願う
ばかりです。
　また、９月３０日（木）には後期大学院入学式を学
長室にて挙行し、商学研究科に１名の学生を迎え入
れました。

（総務企画課）

　９月１４日（火）～１６日（木）の３日間、岡山市立京
山中学校の２年生の生徒２名が本学で「職場体験学
習」を行いました。生徒達は入試課では資料の発送
の業務を行ったり、キャリアセンターでは実際に企
業訪問に同行し、図書館では受付を担当し、学生と
接し、希望の本をさがしたりと、日頃の授業では体験
出来ない貴重な経験をしました。体験した生徒から
は「笑顔と挨拶が大事であることがよくわかった」
「仕事の大変さが身にしみた」等の感想が聞かれま
した。３日間と短い期間でしたが、生徒達には今回の
経験を活かし、将来の進路を決めるきっかけや、新
たな事を発見する一助となることを望みます。

（総務企画課）

　この度、岡山商科大学で
授業を受けさせて頂き、誠
に有難うございました。
　初日は期待や興奮より
も不安の方が大きく、何か
と心配ばかりしていました
が、教務課の職員の方々の穏やかな笑顔、そして学
生の皆さん、先生方のご厚意のおかげで楽しい5日
間を過ごすことができ、とても感謝しています。
　多くのことを吸収することができたこの5日間は、
かけがえのない大切な思い出となりました。
　今回の体験授業で、世界には多種多様な人々が
数多く生まれ、その一人ひとりが自分の持っている
個性の輝きで世界を元気にさせていることを実感
しました。
　また、今まで、「勉強」とは自分の為だけにするも
のだとずっと思っていましたが、そうではないという
ことを気付かされました。
　勉強は自分の為だけでなく、周りの人々を幸せに
するためにするものだと気付けた時に、その人の将
来はどのような輝きに包まれるのでしょう。
　きっと、暖かい柔らかな太陽の日差しに包まれな
がら、優しい人生を歩んでいくのだと思います。
（岡山市立岡山後楽館高等学校　2年次　高岡龍右）

　まず、大学祭を無事に開
催し終了できたことを心か
ら嬉しく思います。
　今年度の大学祭のテー
マ で あ る『 商 劇 祭 ～
Magic Time 2010～』
は皆さんに笑顔で、魔法にかかったような特別な時
間を過ごしていただける、そんな大学祭を目標に
やってきました。今年度の、2日間に亘るお笑い・トー
クショー、そしてメインステージや模擬店、そのどれ
をとっても皆さんに笑顔で魔法にかかったような特
別な時間を過ごしていただけたのではないかと思
います。正直なところ、大学祭をするにあたり辛いこ
ともたくさんありましたが、それ以上に得たものは
大きいと改めて感じます。大学祭を通して得た経験
をこれからの大学生活に活かし過ごしたいと思いま
す。最後になりましたが、今回快く協力してくださっ
た関係者の皆様に改めて御礼申し上げたいと思い
ます。ありがとうございました。

（大学祭実行本部　委員長　坂本大輔）

　岡山商科大学学会が主催する学術講演会が、11
月2日(火)午後2時40分から772番教室で開催さ
れました。今年度の講演会は法政大学法学部教授・
廣瀬克哉氏をお招きして、「地域主権改革と今後の
地方自治体」というテーマで行われ、本学教職員・学
生だけでなく、一般の方や自治体関係者も受講され
ました。

　講演のなかで廣瀬氏は、
政府の地方行財政検討会
議における議論を紹介しな
がら、住民が自治体の基本
構造を地域の実情に応じて
選択できるようにすべきで
あると主張されました。また、地方自治の本旨を改め
て考える必要があり、自治体の決定が住民の意思を
反映したものとして納得できるような仕組みを作ら
なければならないと訴えられました。

（法学部准教授　砂川和泉）

　１１月１３日（土）、「日本事情特設講義」の受講生を
中心に３５名が学園バスで現地視察学習へ行きまし
た。その日、私達学生は赤と青の二つのグループに
分かれて、専門のボランティアの案内で親切な解説
を受けました。
　江戸時代の大名庭園の
「後楽園」は日本三名園の
一つで世界に誇る歴史的
文化遺産です。延養亭を中
心にして、のびやかな芝生
が広がり、池、築山、茶室が
園路と水路で結ばれて、歩きながら移り変わる景色
にひかれました。唯心山に登り頂上からは園内を一
望でき、まるで水と緑の豊かな世界にいるような気
がしました。流店に寄ったり、鶴舎ではタンチョウの優
雅な姿にうっとりしました。そして、郭沫若氏の詩碑
を発見し、中国の先人と後楽園のつながりを初めて
知りました。抹茶を飲み、岡山名産物の吉備団子を食
べながら、後楽園の美しさを満喫した後、岡山城の天
守閣へ向かいました。
　「岡山城」は戦国時代に宇喜多秀家によって築城
され、江戸時代の一国一城を代表する城です。城の
隅々まで詳しく解説を聞くことが出来ました。天守閣
では浮世絵の展覧会の名作を見ながら、江戸時代の
庶民の生活と文化に触れ、いっそう興味を持つように
なりました。
　半日の旅を通して、私達は日本庭園の美しさと岡
山城を直接見て、手で触り、体験して日本事情と日本
文化の理解を深めることができ、とても楽しかったで
す。
（経営学科　３学年　何麗平　劉晨微　王小杭）

　私は去る６月１２日に岡山商科大学と忠清大学が
共同開催した日本語スピーチコンテストで入賞し、そ
の副賞として７月２０日から３泊４日の日程で岡山を
訪問しました。
　日本に到着して思ったのは、「韓国との違いはあま
りなく、親しみやすい国」ということでした。そして、自
転車で通勤をする人が多いこと、夕方になるとスー
パーなどで特売セールが始まる事を知り、驚きました。
この日、最も驚いた事は、自動販売機で様々な物を
販売していることでした。このように自動販売機で

色々な物を売ることは韓国ではあまりないので、見
習うべきだと思いました。
　2日目は、岡山商科大学を訪問し、井尻学長とお
会いした後、学内を見学しました。井尻学長はとても
謙虚で慈しみ深い方で、キャンパスは伝統があり、物
静かな雰囲気でした。大学を見学した後は、近くに
ある岡山商科大学附属高校を訪問して生徒達と交
流をしました。そこでは日本特有のお菓子や伝統の
遊びを学んだし、日本の学校生活の様子もよくわか
るようになりました。
　日本の生徒や先生と交流を重ねる中で驚いた点
があります。それは、日本の人達は交流行事にみん
な積極的だということです。これは必ず模範としな
ければならない事だと感じました。
　2日目の夜は日本旅館に泊まりましたが、私は旅
館の部屋に入った瞬間、驚嘆しました。それは「気持
ちが良く、安心出来る」と感じたからです。一般のホ
テルより、この旅館の方が私には心地よく過ごせま
した。温泉も疲れが取れ、快適でした。
　3日目は瀬戸大橋や岡山城を見学し、日本の伝統
文化に触れました。
　日本での3日間は本当に楽しくて有意義な経験で
した。この訪問を通じ、私は多くの日本人に会ったし、
多くの日本の食べ物や文化に接し、貴重な経験をす
る事が出来ました。
　今後も機会があれば日本を訪問したいし、真剣に
岡山商科大学への留学を考えてみたいと思います。
　最後になりましたが、このような素晴らしい機会
を提供していただいた井尻学長先生に心より感謝
を申し上げます。

（韓国　清州大成高校　３年生　キム　テホ）

　2010年夏（8月10日～14日の５日間）、韓国盤
松高等学校生３４名を本学初の試みである短期語
学研修生として受け入れました。
　研修生は、韓国で学んだ日本語を実践で試し、語
学力の向上と日本文化に触れ、実際の日本を肌で感
じること等々を目的とし、参加されました。
　主な研修内容は、本学教員による日本語授業及
び学外社会見学等でありました。日本語授業では、
真剣な受講態度で貪欲に日本語を吸収したいとい
う意欲が感じられました。また、社会見学では、地元
テレビ局である岡山放送株式会社を訪問させてい
ただき、実際のスタジオ見学やアナウンサーやス
タッフの方々からの説明を受けました。大変興味深
かったようで、次々と質問等があり、活き活きとした
高校生の姿をみることができました。その他、後楽
園・美観地区・瀬戸大橋見学及び大阪まで足を延ばし
ました。自由時間では、実際の日本語能力を試す機
会でありましたが、研修の目的を達成するため、積
極的に行動している姿を目の当たりにし、生徒の
方々には貴重な体験ができたのではと感じました。
短い期間でハードなスケジュールでの研修でありま
したが、規律正しく本学が用意した研修プログラム
に精力的に取り組む姿勢には感銘を受けました。
　最後に、この本学での体験が34名一人ひとりの
今後の人生に少しでも役立つことを願うばかりです。

（総務企画課）

　アメリカやイギリスなどの外国に比べ、日本ではあ
まり進んでいない子供たちへの金銭教育を行うこと
で自らのスキルアップを実現したい。大学祭でキッズ
マネー教室を開催するというＦＰコースの伝統を作
ることで、地域社会への貢献を行いたい。その思い
から昨年に引き続きキッズマネー教室をＦＰコースの
皆で協力して開催しました。
　このキッズマネー教室の内容を説明すると、小学
生を対象にゲーム形式で様々な収入と支出のケー
スをお小遣い帳に記入して、正しいお金の使い方を
学ばせるというものです。まだ理解力・判断力の低い
小学生に対して金銭教育を行うには、私たちの知識
や説明力がとても重要な要素になってきます。
　しかしながら、実際にキッズマネー教室で子供たち
に接してみるとゲーム自体を楽しむことは出来まし
たが、お金に関する知識や考え方、使い方をあまり考
えることが出来ずに終わってしまうという問題点があ
りました。この問題点の原因としては私たちの説明力
不足、事前の準備不足などが挙げられます。
　今後も毎年キッズマネー教室を開催し、金銭教育
をリアルタイムで学んでいる学生が多くの試行錯誤
を繰り返していき、自らの金融リテラシー能力の向上
に励んでいくことが、この問題点の解決に繋がってい
くと考えています。
　今回のキッズマネー教室
を通じて、私たちは現時点
での自分たちの能力を把握
することができ、自分自身の
未熟さを痛感するとともに、
子供たちにとってこのキッズマネー教室のような金
銭教育を行う場がいかに必要であるのかを強く感じ
ることが出来ました。さらに私たち学生にとっても自
らの能力を試す場として、キッズマネー教室を開催す
ることは必要であると感じました。
　今後も今回の反省点を克服できるよう金融知識
を深めるとともに、コミュニケーション能力を身に付
け進行方法も工夫しながら、ＦＰコースの皆でキッズ
マネー教室に取り組んでいき、自らのスキルアップを
実現しながら、まだ日本では十分に推し進められてい
ない若い世代を対象とした金銭教育の場を提供して
いきたいと思います。
（経営学部商学科ＦＰコース　１回生　中嶋勇輝）

　第１５回岡山県民ゴルフ
大会の決勝が１１月５日
（金）に、たけべの森ゴルフ
倶楽部で行われ、３度目の
挑戦で、念願の人生初タイ
トルを取ることができました。
　実は大会数日前まであま
り調子が良くなく少し心配でしたが、大会に向け連
日一生懸命練習し、大会当日は今まで練習してきた
ことを信じ、練習どおり打てるよう落ち着いてラウン
ドすることができました。
　試合中は何度もミスをしましたが、諦めず我慢し、
集中力を切らさないよう一打一打を大切に打つこと

を心がけました。
　この結果、自分でも驚きの優勝という最高の結果
が付いてきてくれました。
この大会は２０１１年の国体予選会も兼ねているの
で、４月から始まる最終選考会でもよいプレーがで
き国体出場が果たせるよう、全力を尽くします。
　最後に、卒業まであと１年余り、ゴルフ部部長とし
ては半年程ですが、部長としてゴルフ部の大会でも
よい結果がだせるよう、部員とともに頑張っていき
たいです。　  （商学部商学科　３回生　荒木一貴）

　科研費は、平成２３年度国の概算要求において、
「新成長戦略」（平成２２年６月１８日閣議決定）を受
け、我が国の成長の原動力となる「強い人材」の実
現のために、さらなる拡充が図られています。若手
研究者向けの「若手研究（Ａ・Ｂ）」は採択率３０％を
目標とし、「基盤研究（Ｃ）」は人文・社会科学系を含
む研究活動の裾野の拡大が図られています。また、
ハイリスク研究を支援する「挑戦的萌芽研究」の機
会が拡大（約２倍）など、若手研究者を支援する環境
が整いつつあります。
　本学においても、平成２２年度は、基盤研究（Ｂ）が
２件（研究分担者含む）、若手研究（Ｂ）が２件、研究
活動スタート支援が１件の合計５件の採択を受けて
います。

　ユタリーノルームに学部別に専門の教員が選書
した新着図書コーナーがあることを、あなたは知っ
ていますか。西側に並んだ大きな棚には、学習に役
立つ学生のための資料が満載です。レポートの作成
や課題、研究をするとき必要な、専門分野の知識を
吸収できること間違いなし！！
　もちろん貸出可能です。必要な資料は早めに借り
て情報を増やしましょう。
　ところで、昨年度開設したユタリーノルーム。あな
たは上手に活用していますか？友人達と、おしゃべり
しながら学習できるとあって人気のスポットです。広
い机、明るく快適な室内なので仲間同士のミーティ
ングにも最適ですよ。また女性優先席も設置してい
るので、女子学生の皆さんにも安心して利用してい
ただいています。
　図書館は情報の宝庫です。様々な発見、感動を得
て学生生活に役立ててください。

(図書課）
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調査データベース公有化
における個人データ保護
の統計理論

イギリスにおける実効的で
効率的な「行政的正義」現
実に向けた構造転換に関す
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組織内相互作用を通じた
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就活体験を語る岡君

井尻学長、
田中教学部長とともに

岡山城をバックに記念撮影

オープニングの一場面

講演中の廣瀬氏

キッズマネー教室の様子

優勝した荒木君
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孔子学院便り
公開講演会

　「中国経済の現状と課題」と題する講演会に学生のみならず、岡山の各界各層の人々３５０名余りが聴
講においでいただいたことに主催者として感謝しております。同氏は財務省主計局で勤務しておられまし
たが、おそらく大蔵省（当時）から最初に駐中国日本大使へ出向された方だと思います。同氏は北京滞在
の３年間に中国経済に関心を高められるや、研究に専念されてたちまち東京大学で経済学博士の学位を
取得されました。これからも研究、講演など様々な面で活躍されると思いますので、皆さんのお目にとま
ることもあるはずです。

（経営学部教授・孔子学院長　南部　稔）

中国江西省雑技団
　２０１０年１１月５日、中国江西省雑技団は岡山商科大学の体育館で約１時間の公演を行い、集まってい
ただいた約３００名の市民の皆さんに素晴らしいパフォーマンスを披露しました。
　今回の文化交流イベントは岡山商科大学と岡山県日中懇話会、NPO法人井原日中友好経済交流協会
で組織した「中国文化交流フェスティバル２０１０」として企画されたものであり、「あっ晴れ！おかやま国文
祭」の一環でもありました。雑技団の楊軍団長をはじめとする２２名の代表団は中国国内でも最も有名な
雑技団であり、１４名の演技者は来場者の皆さんに軟術や、平均桶等の中国の伝統雑技を次々と披露しま
した。

　来場された皆さんは団員たちの素晴らしい演出に感心するとともに、中国の魅力的な文化に感動し、会場の拍手は絶える事がありませんで
した。
　江西省とは中国南部、長江の中流域に位置し、人口４,４００万人、面積は岡山県の約２４倍となる１７万㎢を誇る風光明媚な土地であり、岡山
県とは１９９２年６月に友好縁組を結び、交流を深めています。皆様も一度、是非足を運んでみてください。

（留学生別科　馬仁鳳）

中国絵画・書道展
　岡山商科大学孔子学院では設立3周年にあたり、絵画や書道に関するイベントを企画しました。10月1
日、孔子学院主催の「中国絵画・書道講演会」を皮切りに、本格的なイベントが始まりました。南部学院長に
続き、本学院の提携校である大連外国語学院大学漢学院潘暁春院長が挨拶をされ、「岡山商科大学孔子
学院の三年間に亘る業績と成果を評価し、また絵画・書道展のような文化イベントのさらなる発展を心か
らお祈りします。」と述べられました。講演会では絵画及び書道の展示を行うとともに、大連外国語学院大
学芸術学院の王春雨、張超の両講師が絵画及び書道についての講演を行い、その後実演も披露し、来場
の皆様に楽しんでいただきました。

　また、2010年10月2日（土）～3日（日）、コンベックス岡山にて行われた「2010おかやま元気まつり」の一環として「岡山商科大学孔子学
院中国絵画・書道展」を出展しました。
　生き生きと描いている奔馬から、あっさりとしていて上品な書道作品まで、その作品を目の当たりにした来場者の方々は心を深く引きつけ
られて、絵画・書道の世界にふけっていました。
　また、王春雨講師による絵画の実演では、瞬く間にまるで生きた馬が描かれている様子に感嘆の声があがっていました。　　　　　　　　

（孔子学院派遣教師　陶莎）

2010年度のアジアビジネスコースについて
　2010年度はアジアビジネスコース（AB）にとっての節目となる年です。開設4年目となる本年度は初の卒業生を送り出します。
2010年12月現在、AB１期生の卒業予定者は8名と少ないですが、岡山の有名企業や全国的に見て非常に特徴のある企業に内定して
いる学生もいます。AB学生は１年生で大連での中国留学と現地でのインターンシップを経験し、中国語だけでなく、中国人や中国に
来ているさまざまな国の留学生、企業の方々との交流を通じて非常に多くのことを学んだようです。そして、自分の能力について認識
し、あるいは反省し、「これから何をなすべきか」ということを見つめなおした学生が多いようです。
　その結果として、何事にも積極的に立ち向かえる人間として成長しているようです。例えば、何人もの学生が積極的にオープンキャ
ンパスに参加し、高校生のみなさんにABの魅力を伝えるために自分たちの経験を語ってくれました。また、大学祭ではAB2期生が中
心となって同じゼミの中国人学生や韓国人学生だけでなく他のゼミの留学生も巻き込んでにぎやかに模擬店運営をしました。AB学生
は積極的に留学生と関わることで岡山商科大学の「国際化」に貢献しています。さらに、キャリア行事等への参加率もとても高く、
フィリピンやカンボジアでの海外インターンシップ、就職合宿、合同説明会等へ参加する学生が多く見受けられます。
　コースの最終到達目標は『グローバル感覚を身に付けた「国際ビジネスエキスパート」になる』ことですが、その理想に近づけてい
る実感を持っています。

（経営学部経営学科アジアビジネスコース長　蒲　和重）

アジアビジネスコースでは2011年度より留学時期を1年生の9月から2年生の8月までとします。
大連への渡航費（航空運賃）の半額を大学が負担します。

「岡山生活の1年目」
経営学部経営学科　講師　大東　正虎

　私は、今年度の4月に本学に着任しました。大阪から岡山に移り住んで、もうすぐ1年が経とうとしています。
　この1年間を振り返って印象的だったことの1つに、着任した月の17日に「まきばの館」で行われた経営学科1年生のオリエンテーションが挙げられ
ます。そこで、初めて本学の学生と会食する機会を得ました。その頃の私は、新生活に慣れることに必死でしたので、岡山の文化や風習、方言はどのよ
うなものか？本学の学生はどんな人たちなのだろうか？といった事に関心があり、学生との交流に夢中になっていました。今でも、学生と話すと「まきば
の館」で食べた美味しいご飯や焼き肉の話が時々話題になり、良き思い出となっています。
　また、岡山に来て面白いと思ったことは、スーパーの野菜コーナーで、「地産地消おかやまの唄」がよく流れていることです。メロディーと歌詞が良
く、とても気に入っています。思わず通勤時に口ずさむときもあり、岡山の魅力を感じながら、新生活に慣れつつあります。
　しかしながら、今でも新たな発見に出会うことがあります。たとえば岡山県出身の学生に吉備団子は好きですか？と訪ねると、食べたことがないと答
える人が意外に多く、驚かされます。これからも新たな発見を求めながら、岡山生活を楽しもうと思っています。
　本年から2年目の岡山生活を迎えます。気持ちを新たに、地元で就職を希望する学生の「地学地就」に少しでも貢献できるよう、頑張って参ります。
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『脳にいいことだけをやりなさい！』マーシー・シャイモフ（著）茂木　健一郎（訳）

　この数年“脳”に関しての話題が多い。
“脳トレ”“脳に良い食品”“脳年齢”etc・・・・
　私たち生き物に必ず備わっている脳であるが、まだまだ謎だらけの臓器である。
　そんな不思議な臓器が自分にもひとつくっついている。
　しかし、自分の物なのに全く持って使いこなせていない・・・・。

　ストレスもネガティブな思考も、逆に幸せも夢も才能もすべて“脳”が支配しコントロールしている。
　幸せになりたい。　　優れた才能にあふれたい。　　夢をかなえたい。
と思うなら自分で自分“脳”をコントロールしたらいい！！　でもどうしたらいいのか？
　そんな方法が満載です。
　自分にとって本当の“幸せ”って“夢”ってなに？を改めて問い直すのにも、オススメの一冊です。（図書課　奥田寿生）
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窓口受付：2月14日（月）
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孔子学院便り
公開講演会
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で組織した「中国文化交流フェスティバル２０１０」として企画されたものであり、「あっ晴れ！おかやま国文
祭」の一環でもありました。雑技団の楊軍団長をはじめとする２２名の代表団は中国国内でも最も有名な
雑技団であり、１４名の演技者は来場者の皆さんに軟術や、平均桶等の中国の伝統雑技を次々と披露しま
した。
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の皆様に楽しんでいただきました。
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　その結果として、何事にも積極的に立ち向かえる人間として成長しているようです。例えば、何人もの学生が積極的にオープンキャ
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周
知
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
復

原
さ
れ
た
大
極
殿
を
中
心
に
、
平
城
宮
の
エ
リ
ア
で
は

様
々
な
催
し
物
が
引
き
も
切
ら
ず
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
も
そ
の
巨
大
な
イ
ベ
ン
ト
の
ご
く
一
部
に
、
作
家

と
し
て
参
与
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
朱
都
の
記
憶
」
な
る
イ
ベ
ン
ト
用
の
ミ
ス
テ
リ
ー
原

作
を
作
成
し
、
全
国
か
ら
平
城
宮
に
来
ら
れ
た
参
加
者

に
謎
解
き
を
し
て
も
ら
う
企
画
で
す
。

「
朱
都
の
記
憶
」
は
奈
良
か
ら
の
様
々
な
要
望
を
受
け

て
、
往
時
の
平
城
京
と
現
代
の
奈
良
の
魅
力
を
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
ま
と
め
あ
げ
た
推
理
小
説
で
す
。

　
謎
を
解
い
て
解
答
を
応
募
し
て
も
ら
う
こ
と
が
主
眼

な
の
で
、
こ
の
小
説
に
は
推
理
小
説
に
つ
き
も
の
の

「
謎
解
き
」
の
シ
ー
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
え
て
割
愛
し
た
状
態
で
、
そ
れ
で
も
物
語
と
し
て

は
完
結
し
て
い
ま
す
。

　
推
理
小
説
と
し
て
の
難
易
度
は
低
く
、
ヒ
ン
ト
を
も

ら
え
ば
誰
で
も
解
け
る
、
と
い
っ
た
ら
過
言
に
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
に
は
ち
と

物
足
り
な
い
レ
ベ
ル
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
の
要
望
。

　
そ
れ
で
も
取
材
を
重
ね
、
物
語
を
創
作
し
て
い
く
過

程
で
、
私
自
身
、
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
奈
良
と
平
城
京
は

非
常
に
魅
力
的
な
も
の
と
し
て
、
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

行
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
奈
良
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
思
い
で
す
。

　
主
催
者
側
に
も
、
そ
し
て
実
際
に
こ
の
短
い
小
説
を

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
に
も
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
る
意
味
で
、
日
本
の
「
有
史
」
が
始
ま
っ
た
と
言

え
る
奈
良
。
こ
の
一
年
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
だ
け
に
終
わ

ら
ず
、
多
く
の
人
が
よ
り
親
近
感
を
持
っ
て
こ
の
地
を

訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
お
れ
ま

せ
ん
。 平

城
京
遷
都
1
3
0
0
年
祭
に
想
う

の
視
点

江
戸
川
乱
歩
賞
作
家

　石
井
敏
弘

本
学
非
常
勤
講
師（
第
十
七
期
商
学
部
卒
）

『脳にいいことだけをやりなさい！』マーシー・シャイモフ（著）茂木　健一郎（訳）

　この数年“脳”に関しての話題が多い。
“脳トレ”“脳に良い食品”“脳年齢”etc・・・・
　私たち生き物に必ず備わっている脳であるが、まだまだ謎だらけの臓器である。
　そんな不思議な臓器が自分にもひとつくっついている。
　しかし、自分の物なのに全く持って使いこなせていない・・・・。

　ストレスもネガティブな思考も、逆に幸せも夢も才能もすべて“脳”が支配しコントロールしている。
　幸せになりたい。　　優れた才能にあふれたい。　　夢をかなえたい。
と思うなら自分で自分“脳”をコントロールしたらいい！！　でもどうしたらいいのか？
　そんな方法が満載です。
　自分にとって本当の“幸せ”って“夢”ってなに？を改めて問い直すのにも、オススメの一冊です。（図書課　奥田寿生）

　　　

大学入試
センター試験
利用入試

一般入試

試験会場合格発表試験日出願期間試験区分

AO入試

学　　部

全学部　エントリー締切日2月4日（金）　試験場：本学2
0
1
1
年
度
入
試
日
程

     

中 期 日 程

後 期 日 程

本 学

本 学

中 期 日 程

後 期 日 程

「岡山商科大学で学びたい」そんな君たちからのエントリーをお待ちしています。入試部：TEL086－256－6652

1月24日（月）～2月10日（木）
窓口受付：2月14日（月）

2月14日（月）～3月4日（金）
窓口受付：3月7日（月）

2月1８日（金）

3月1１日（金）

2月2５日（金）

3月1８日（金）

全 学 部

全 学 部

2月 １日（火）～2月2４日（木）　 

2月2８日（月）～3月1０日（木） 

個別試験は
行いません

3月 ４日（金）

3月1８日（金）

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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人事異動

サークル紹介

平成２２年度卒業記念パーティー開催の御案内

卒業式・入学式の御案内

本学卒業生が起業し
「おかやま弁の歌」などを手がける

叙勲　この度、愛媛県の地元企業を中心とした地学地就バ
スツアーを実施しました。（※下記参照）
企業を訪問した学生は工場を見学し、実際に自分の目
で見て、体感することにより、身の回りにあるものがど
のように作られているか、またそこでどのような人がど
う働いているかなど普段の生活では学べない多くのこ
とが学べました。今回はどちらの企業も生の社長の声
を聞く機会があり、学生も自ら積極的に質問をし、企業
の話や就職活動だけでなく、今後の将来へ役立つ言葉
を沢山頂けました。
　今後、バスツアーを開催する予定ですが、多くの学生に地元企業の良さを知ってもらえるようより一層努力して参ります。
■地学地就バスツアー概要
　開催日：８月４日　訪問企業：八木満タオル株式会社、株式会社田窪工業所

キャリアセンター便り

2月2日・3日・24日　2012年3月卒業予定対象学内合同企業説明会開催

地学地就バスツアーに行ってきました！

　現在、本学では文部科学省・学生支援推進プログラムにて『「地学地就」の理念に基づいたキャリア教育と就職支援の強化』として採択の上、取組みを
行っています。その取組みの一環として、昨今の厳しい就職環境を踏まえて、政府が経済対策として各大学にてキャリアカウンセラー増員等による相談
支援の強化を2010年8月30日に示されたところです。　　
　本学では、すでに学科別個別相談体制のもと学生への相談業務を実施しておりますが、今回、主に4年生を対象として、さまざまな角度から学生へア
ドバイスを頂きたいことから、県内企業等の人事担当者を中心にキャリアカウンセラーとして12月～3月までの期間、ご協力いただくことになりました。
　12月は、計6回開催し、メーカー、金融、小売り、マスコミなど6社の人事担当者にお越しいただきました。そのうち、12月6日は学生服メーカーの明
石被服興業㈱総務部係長川上智宏様（本学卒業生）がカウンセラーとなり、企業人の視点・人事担当の視点、そしてＯＢとしての視点から学生へアドバイ
スを頂きました。この事業は、2011年3月まで実施していきます。

人事担当者がキャリアカウンセラーに！～キャリアカウンセラー事業開始～

業界別ＯＢ座談会開催
　各業界で活躍している本学卒業生から、業界の話・仕事の話・学生時代の話など座談会形式にて聞く、
「業界別ＯＢ座談会」が12月1日に開催しました。
　当日は、旅行・金融・スーパー・ドラッグストアー・学生服メーカーの業界で活躍中の5名の卒業生にお越し
いただきました。前半は、司会からのインタビューをもとに、5名の卒業生が現在担当している仕事の話、
また一方で学生時代の就職活動体験談を披露され、学生達も熱心に聞き入っていました。後半は、各企業
別ブースにて学生が関心のあるブースへ訪問し、先輩から直接話しを聞いていました。参加した学生から
は、「直接、先輩方からの声が聞けてよかった。」「ＯＢの方の話しは参考になった。」などの声がありました。

（参加卒業生）
　近畿日本ツーリスト㈱　山崎　正和氏　　　おかやま信用金庫　　　杉岡　洋平氏
　山陽マルナカ㈱　　　　青江　幹仁氏　　　㈱ザグザグ　　　　　　後安　拓郎氏
　明石被服興業㈱　　　　伊丹　祐師氏

　毎年度開催している「学内合同企業説明会」を本年度も2012年3月卒業予定の3年生を対象に開催します。昨年度は、厳しい就職環境の中、約150
社の企業等に参加いただき、延べ300名の学生が各企業等のブースで熱心に説明を聞きました。リーマンショック以降、景気悪化に伴い、学生にとって
は就職氷河期の状況ではありますが、今回も、中四国地区の地元企業を中心に多くの企業等の参加が見込まれ、本学学生にとっては、大きなチャンスと
なります。また、毎年この学内合同企業説明会がきっかけで、採用されるケースが多くありますので、積極的に参加して、これを契機に企業とのマッチン
グにつながって欲しいと思います。また、2月2日は同時開催にて岡山県信用金庫協会との協定事業による「信金セミナー」と「信金合説」、そしてキャリ
アセンターによる「企業訪問解説会」も開催します。

【学内合同企業説明会】
　●開催日程：2月2日（水）、3日（木）、24日（木）　いずれも13：00～16：00　●場所：学生会館

【信金セミナー＆信金合説】
　信金セミナー　●開催日程：2月2日（水）　11：00～12：00（予定）　●場所：831教室(予定)
　信 金 合 説　●開催日程：2月2日（水）　13：00～16：00　※学内合同企業説明会と同会場。　●場所：学生会館

【企業解説会】
　●開催日程：2月 2日（水）　 9：30～11：00　●場所：831教室
　●開催日程：2月 3日（木）　11：00～12：00　●場所：331教室
　●開催日程：2月24日（木）　11：00～12：00　●場所：331教室

　平成22年度秋の叙勲において、本学と関係の
深い2名の方が受章されました。心からお喜びを
申し上げます。

　元商学部　助教授

　　安藤伸吾先生　《瑞宝双光章》
　元学生部　参与

　　村上　敦さん　《瑞宝双光章》

　はじめまして、ｉＳｉ（アイエスアイ）です。ｉＳｉは顧問である武元卓巳先生の下、2008年12月に発足したばかりの、文化系サークルの中でも人数が最
も多いサークルです。そして、本年１０月に正式な部に昇格しました。２０名からなるｉＳｉのメンバーの中には、税理士試験（簿記論）、基本情報技術者試
験、日商簿記1級、１回生でFP２級合格者などがいます。
　ｉＳｉの活動目的は、各自が設定した目標に主体的に取組むことと、サークル全体でモチベーションを高め合い、最終的に人格・キャリアともにバランス
のとれた人間を目指すことです。
　活動内容は、毎週水曜日に行うミーティングが中心です。その中では、最近の勉強状況などの報告や、スピーチとそれに続く質疑応答を通した「話
す」「聴く」「質問」練習、サークルで取り組む人材育成活動の話し合いなどを行っています。その他に、メンバーには大学院生が在籍していることから、
『チュータ制度』を取り入れています。
　部活動以外の日には、３４１教室などに集まり各自で勉強しています。そして、分からなかったこと、共有したい内容があればそれぞれで話します。先
輩、後輩共に、同じ目標を掲げて頑張っている仲間として高め合うことが出来ればと考えています。難関試験などを受験する際、一人だとモチベーショ
ンが続かない時がありますが、このように、一緒に頑張れる仲間がいることで、志を共有し、時には競い合い、継続してやっていくことが出来ます。
　現在は、税理士科目合格、応用情報技術者試験、日商簿記1級、社労士、宅建、FP2級などを目指している部員がおり、様々な分野の人と関わること
で視野を広く持つことを目標としています。
　様々なジャンルの勉強をしたい！難しい資格を取得したい！チャレンジ精神溢れる人たちと切磋琢磨してみたい！そんなチャレンジ精神溢れる仲間を
もっと増やしたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｉＳｉ部長　経営学部　経営学科２年　金山和輝)

　平成１５年３月に本学を卒業した鎌尾富弘（法経学部）さんと安井
秀夫（商学部）さんが、プロモーション事業を行う会社を起業してい
ます。ＴＶ番組の制作やイベントの企画等、幅広い分野で活躍され
ています。平成２２年には「おかやま弁の歌」を作詞作曲されました
のでご紹介します。

　東京のライブイベントに出演し「良い
音楽さえ作れば売れる」と軽く考えて
いました。しかし、「演奏には自信があっ
たが、受け入れられなかった」。原因を
追及してみると「周りは全員ビジネスと
して活動しているのに、自分は音楽が好
きなだけだった」と痛感しました。プロ
モーションの大切さを知り「将来、プロ

モーションビジネスで成功したい」と決意し帰岡、２００９年３月
に株式会社ブランディングファクトリーを設立、「岡山を楽しく元
気にできる会社をつくりたい」をコンセプトに、音楽、ＰＶ、ＣＭ、Ｔ
Ｖ番組、デザイン、ＨＰ、イベント企画を展開しています。
　そんな中、岡山県民が故郷を思いだすことができ、「岡山を元
気づけられる曲」を作ろうと、岡山市と岡山弁協会の協力で「お
かやま弁の歌」の作詞、作曲を担当しました。
　各種イベント等に出演し、生ライブで「おかやま弁の歌」を披
露し、「徐々に認知度を上げていき、最終的には岡山県民全員が
口ずさめるように浸透させたい」と考えています。
株式会社ブランディングファクトリー　　鎌尾富弘　安井秀夫

　最近、ますます寒くなってきていますが、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、今年度も卒業生を祝う、また卒業生との別れを惜しむという目的の
ため、卒業式終了後に、卒業記念パーティーを下記の内容の通り、開催する
ことと致しました。卒業生の方も卒業式後とあってお疲れでしょうが、是非
お誘いあわせの上御出席いただきますようよろしくお願いします。ならび
に、教職員の方々もご多忙とは存じ上げますが御出席いただきますようよ
ろしくお願いします。

種　別

異　動

役 職 等

主 任

主 任

事 務 職 員

事 務 職 員

事 務 職 員

事 務 職 員

日　　付

10月1日

氏　　名

中 村 　 裕

橋本　真記

面手　昌樹

赤松　美由紀

韓 　 壮

佐々木　皓平

所　　属

産学官連携センター

総 務 企 画 課

学 生 課

教 務 課

入 試 課

会 計 課

１．開催日時　平成２３年３月２２日（火）
　　　　　　１２：３０　受付開始　１３：００　開宴　１４：３０　閉宴　
２．開催場所　岡山商科大学　学生会館１F　食堂
３．会費　　　無料
４．注意事項　①酒類をはじめとしてアルコール類は一切提供しない。
　　　　　　②会場周辺の美化に勤める

卒業記念パーティー実行委員会　委員長　北川　宗平

記

※いずれも体育館にて

卒業式の案内　２０１１年３月２２日（火）１０時３０分～

入学式の案内　２０１１年４月 ３日（日）１０時３０分～
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ドバイスを頂きたいことから、県内企業等の人事担当者を中心にキャリアカウンセラーとして12月～3月までの期間、ご協力いただくことになりました。
　12月は、計6回開催し、メーカー、金融、小売り、マスコミなど6社の人事担当者にお越しいただきました。そのうち、12月6日は学生服メーカーの明
石被服興業㈱総務部係長川上智宏様（本学卒業生）がカウンセラーとなり、企業人の視点・人事担当の視点、そしてＯＢとしての視点から学生へアドバイ
スを頂きました。この事業は、2011年3月まで実施していきます。

人事担当者がキャリアカウンセラーに！～キャリアカウンセラー事業開始～

業界別ＯＢ座談会開催
　各業界で活躍している本学卒業生から、業界の話・仕事の話・学生時代の話など座談会形式にて聞く、
「業界別ＯＢ座談会」が12月1日に開催しました。
　当日は、旅行・金融・スーパー・ドラッグストアー・学生服メーカーの業界で活躍中の5名の卒業生にお越し
いただきました。前半は、司会からのインタビューをもとに、5名の卒業生が現在担当している仕事の話、
また一方で学生時代の就職活動体験談を披露され、学生達も熱心に聞き入っていました。後半は、各企業
別ブースにて学生が関心のあるブースへ訪問し、先輩から直接話しを聞いていました。参加した学生から
は、「直接、先輩方からの声が聞けてよかった。」「ＯＢの方の話しは参考になった。」などの声がありました。

（参加卒業生）
　近畿日本ツーリスト㈱　山崎　正和氏　　　おかやま信用金庫　　　杉岡　洋平氏
　山陽マルナカ㈱　　　　青江　幹仁氏　　　㈱ザグザグ　　　　　　後安　拓郎氏
　明石被服興業㈱　　　　伊丹　祐師氏

　毎年度開催している「学内合同企業説明会」を本年度も2012年3月卒業予定の3年生を対象に開催します。昨年度は、厳しい就職環境の中、約150
社の企業等に参加いただき、延べ300名の学生が各企業等のブースで熱心に説明を聞きました。リーマンショック以降、景気悪化に伴い、学生にとって
は就職氷河期の状況ではありますが、今回も、中四国地区の地元企業を中心に多くの企業等の参加が見込まれ、本学学生にとっては、大きなチャンスと
なります。また、毎年この学内合同企業説明会がきっかけで、採用されるケースが多くありますので、積極的に参加して、これを契機に企業とのマッチン
グにつながって欲しいと思います。また、2月2日は同時開催にて岡山県信用金庫協会との協定事業による「信金セミナー」と「信金合説」、そしてキャリ
アセンターによる「企業訪問解説会」も開催します。

【学内合同企業説明会】
　●開催日程：2月2日（水）、3日（木）、24日（木）　いずれも13：00～16：00　●場所：学生会館

【信金セミナー＆信金合説】
　信金セミナー　●開催日程：2月2日（水）　11：00～12：00（予定）　●場所：831教室(予定)
　信 金 合 説　●開催日程：2月2日（水）　13：00～16：00　※学内合同企業説明会と同会場。　●場所：学生会館

【企業解説会】
　●開催日程：2月 2日（水）　 9：30～11：00　●場所：831教室
　●開催日程：2月 3日（木）　11：00～12：00　●場所：331教室
　●開催日程：2月24日（木）　11：00～12：00　●場所：331教室

　平成22年度秋の叙勲において、本学と関係の
深い2名の方が受章されました。心からお喜びを
申し上げます。

　元商学部　助教授

　　安藤伸吾先生　《瑞宝双光章》
　元学生部　参与

　　村上　敦さん　《瑞宝双光章》

　はじめまして、ｉＳｉ（アイエスアイ）です。ｉＳｉは顧問である武元卓巳先生の下、2008年12月に発足したばかりの、文化系サークルの中でも人数が最
も多いサークルです。そして、本年１０月に正式な部に昇格しました。２０名からなるｉＳｉのメンバーの中には、税理士試験（簿記論）、基本情報技術者試
験、日商簿記1級、１回生でFP２級合格者などがいます。
　ｉＳｉの活動目的は、各自が設定した目標に主体的に取組むことと、サークル全体でモチベーションを高め合い、最終的に人格・キャリアともにバランス
のとれた人間を目指すことです。
　活動内容は、毎週水曜日に行うミーティングが中心です。その中では、最近の勉強状況などの報告や、スピーチとそれに続く質疑応答を通した「話
す」「聴く」「質問」練習、サークルで取り組む人材育成活動の話し合いなどを行っています。その他に、メンバーには大学院生が在籍していることから、
『チュータ制度』を取り入れています。
　部活動以外の日には、３４１教室などに集まり各自で勉強しています。そして、分からなかったこと、共有したい内容があればそれぞれで話します。先
輩、後輩共に、同じ目標を掲げて頑張っている仲間として高め合うことが出来ればと考えています。難関試験などを受験する際、一人だとモチベーショ
ンが続かない時がありますが、このように、一緒に頑張れる仲間がいることで、志を共有し、時には競い合い、継続してやっていくことが出来ます。
　現在は、税理士科目合格、応用情報技術者試験、日商簿記1級、社労士、宅建、FP2級などを目指している部員がおり、様々な分野の人と関わること
で視野を広く持つことを目標としています。
　様々なジャンルの勉強をしたい！難しい資格を取得したい！チャレンジ精神溢れる人たちと切磋琢磨してみたい！そんなチャレンジ精神溢れる仲間を
もっと増やしたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｉＳｉ部長　経営学部　経営学科２年　金山和輝)

　平成１５年３月に本学を卒業した鎌尾富弘（法経学部）さんと安井
秀夫（商学部）さんが、プロモーション事業を行う会社を起業してい
ます。ＴＶ番組の制作やイベントの企画等、幅広い分野で活躍され
ています。平成２２年には「おかやま弁の歌」を作詞作曲されました
のでご紹介します。

　東京のライブイベントに出演し「良い
音楽さえ作れば売れる」と軽く考えて
いました。しかし、「演奏には自信があっ
たが、受け入れられなかった」。原因を
追及してみると「周りは全員ビジネスと
して活動しているのに、自分は音楽が好
きなだけだった」と痛感しました。プロ
モーションの大切さを知り「将来、プロ

モーションビジネスで成功したい」と決意し帰岡、２００９年３月
に株式会社ブランディングファクトリーを設立、「岡山を楽しく元
気にできる会社をつくりたい」をコンセプトに、音楽、ＰＶ、ＣＭ、Ｔ
Ｖ番組、デザイン、ＨＰ、イベント企画を展開しています。
　そんな中、岡山県民が故郷を思いだすことができ、「岡山を元
気づけられる曲」を作ろうと、岡山市と岡山弁協会の協力で「お
かやま弁の歌」の作詞、作曲を担当しました。
　各種イベント等に出演し、生ライブで「おかやま弁の歌」を披
露し、「徐々に認知度を上げていき、最終的には岡山県民全員が
口ずさめるように浸透させたい」と考えています。
株式会社ブランディングファクトリー　　鎌尾富弘　安井秀夫

　最近、ますます寒くなってきていますが、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、今年度も卒業生を祝う、また卒業生との別れを惜しむという目的の
ため、卒業式終了後に、卒業記念パーティーを下記の内容の通り、開催する
ことと致しました。卒業生の方も卒業式後とあってお疲れでしょうが、是非
お誘いあわせの上御出席いただきますようよろしくお願いします。ならび
に、教職員の方々もご多忙とは存じ上げますが御出席いただきますようよ
ろしくお願いします。

種　別

異　動

役 職 等

主 任

主 任

事 務 職 員

事 務 職 員

事 務 職 員

事 務 職 員

日　　付

10月1日

氏　　名

中 村 　 裕

橋本　真記

面手　昌樹

赤松　美由紀

韓 　 壮

佐々木　皓平

所　　属

産学官連携センター

総 務 企 画 課

学 生 課

教 務 課

入 試 課

会 計 課

１．開催日時　平成２３年３月２２日（火）
　　　　　　１２：３０　受付開始　１３：００　開宴　１４：３０　閉宴　
２．開催場所　岡山商科大学　学生会館１F　食堂
３．会費　　　無料
４．注意事項　①酒類をはじめとしてアルコール類は一切提供しない。
　　　　　　②会場周辺の美化に勤める

卒業記念パーティー実行委員会　委員長　北川　宗平

記

※いずれも体育館にて

卒業式の案内　２０１１年３月２２日（火）１０時３０分～

入学式の案内　２０１１年４月 ３日（日）１０時３０分～
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■岡山オルガノン 10/2地域活性化シンポジウム
　岡山オルガノン地域活性化委員会
では、各大学が個別で行っている地
域に関する研究を取りまとめ、相互
に連携協力することにより、新しい形
での地域活性化を実施するための
活動を行っています。
　平成22年10月2日に開催したシ
ンポジウムは、岡山理科大の波田学長の挨拶に始まり、第１部では倉敷
芸術科学大の藤高教授、くらしき作陽大の木戸教授、山陽学園大の濱田
教授、岡山理科大の志野教授による地域に関する取り組みや研究成果
の発表が行われました。本学からは、「新庄村における集落活性化の取り
組み」と題して、経済学部の多田教授が登壇しました。
　第2部では、倉敷商工会議所の岡副会頭（当時）、和気町丸山・南山方
区集落機能再生協会員会の片倉氏、笠岡市建設産業部経済観光活性課
の守屋氏をパネリストとし、活発な議論が行われました。
 

■平成２２年度共同研究・受託研究について
　産学官連携センターでは、平成２２年度は２件の共同研究、１件の受託
研究を実施しています。共同研究では、浅野産業株式会社と本学経営学
部小松原教授による「暮らしのポータルサイトに関する研究」、西尾総合
印刷株式会社と本学経営学部高林准教授による「地方都市における印
刷及び、関連産業におけるシナリオ手法を用いた業態変革に関する研
究」を行っています。受託研究では、岡山県と本学経済学部多田教授に
よる「ソーシャルビジネスを協働の担い手として根付かせるための調査・
研究事業」に関する委託研究が行われています。
　社会科学分野での共同研究等は、技術的シーズを基盤にする自然科
学分野と比較して、取り組み方法に違いがあり、産業や行政などへの理
解が進んでいない現状があります。本学の取り組みについては南大阪
地域大学コンソーシアムからヒヤリング調査を受けるなど、注目を集め
ています。これからも積極的に共同研究事業を行っていきます。
　共同研究・受託研究に関するお問い合わせ（岡山商科大学産学官連携
センター・℡０８６－２５６－６６７６）
 

■平成２３年度双方向ライブ型遠隔講義について
　岡山県１５大学連携による単位互換の双方向ライブ型遠隔講義が、今年
度前期からスタートしました。
　最新最高画質のテレビ会議システムのカメラが、お互い他大学の学生の
顔や先生の映像、そして講義資料等のコンテンツを遠隔地の他大学の教室
にリアルタイムで配信します。学生は、対面授業のように違和感なく交流を
図ることができ、参加意識を持って受講することができます。
　平成２３年度の双方向ライブ型遠隔講義は、岡山商科大学の「経営学特
殊講義Ⅰ」・「経営学特殊講義Ⅱ」、岡山大学の「大学と社会」、岡山県立大学の
「音楽の鑑賞」、岡山理科大学の「岡山学」、川崎医科大学の「個人・社会と医
療考」、川崎医療福祉大学の「哲学」、倉敷芸術科学大学の「まちづくりイン
ターンシップ」・「倉敷まちづくり基礎論」・「倉敷まちづくり実践論」、くらしき
作陽大学の「特別支援教育総論」、山陽学園大学の「宗教思想」、中国学園大
学の「現代子供学入門」の13科目が開講される予定です。（科目は追加・変
更、名称変更される場合があります。）

■e-Learning講義について
　岡山県１５大学連携による単位互換のVOD型e-Learning講義が、今年度後
期より開講し、岡山理科大学の「アルゴリズム入門」、川崎医療福祉大学の「睡眠
学」、吉備国際大学の「スポーツ産業論」の３科目が配信されています。
　Video On Demand方式によるe-Learningは、パソコンを使用して動画配
信される授業を見ながら自分のペースに合わせて繰り返し受講できる、新しい
学習システムです。履修生はインターネット上で先生に質問や課題提出ができ、
通常の授業と同じ感覚で受講することができます。
　平成２３年度のVOD型e-Learning講義は、岡山商科大学の「パーソナル 
ファイナンス」、岡山大学の「知らなきゃやばい、大人のマナー」、岡山県立大学
の「解析学Ⅰ」、岡山理科大学の「アルゴリズム入門」・「インターネット入門」・「環境
と社会」・「環境考古学」、倉敷芸術科学大学の「西洋美術史Ⅱ」、くらしき作陽大学
の「音楽療法概論」・「食心理学」、山陽学園大学の「現代中国論」、就実大学の「日
本人の思想」・「日本美術史b」の１３科目が開講される予定です。（科目は追加・変
更、名称変更される場合があります。）

■オフキャンパス・セミナー２０１０年度実績
　オフキャンパス・セミナーは本学教員が岡山県内の地域団体や企業
の方々のニーズに応じた内容の講義を無料でお届けする出前講義で
す。１９９９年度からスタートしたこの制度は、専門分野における日頃の
研究成果を広く地域の皆様に還元させていただくことを目的としたも
のです。２０１１年度のセミナー実施は６月中旬からです。お問い合わせ
は社会総合研究所（℡０８６－２56－6656）まで。
●２０１０年９月１日
　板野機工株式会社様のご依頼により講演
　「営業に関する、企画力、マッチング、提案力」
　経営学部　教授　山口博幸
●２０１０年８月２６日
　真庭商工会様のご依頼により講演
　「商業による街の活性化」
　経営学部　教授　岡本輝代志

■岡山県生涯学習大学（大学院コース・国際理解分野）実施報告
　テーマ：「現代市民社会と法」
　今回は定員（２０名）を上回る３１名の方に受講いただきました。今回
の講師は法学部教員が担当し、裁判員制度、離婚問題等、日常生活に関
わる内容を取り上げ、法律をわかりやすく解説しました。

■「第６回地域再生シンポジウム」開催します
①開催日時　　２０１１年３月５日（土）１３時～１６時30分
②開催場所　　岡山商科大学7号館７８１教室
③シンポジウムテーマ　「地域主権を考える」
※参加無料　
お問い合わせは産学官連携センター（TEL 086-256-6676）まで

離婚法における有責主義から破綻主義への転換

経済法生成の歴史・独占禁止法の沿革　

消費生活・契約と法

地方自治のグローバル化とこれからのわが国の
地方分権の方向 ～補充制の原則の具体的な適用について～　

現代国家における法の構造と多様性　

裁判員裁判のゆくえ
～陪審裁判との比較・運用一年を振り返る～　
（午前）労働判例の最近の動向・両親の離婚と子の利益
（午後）外国人の人権

グローバル化社会の視点で見る日本の歴史　

成澤　寛

中山秀木

倉持　弘

安宅敬祐　

青井秀夫

小浦美保

香山忠志
西浦　公

渡辺　渡

8/3

8/4

8/5

8/6

8/23

8/24

8/25

8/26

■吉備創生カレッジ（大学コンソーシアム）提供講座
　吉備創生カレッジは、大学コンソーシアム岡山と山陽新聞社が共催で
開講している一般市民向けの公開講座です。大学コンソーシアム岡山加
盟大学からそれぞれ講師を派遣しており、各大学の特色を生かした内容
で行われています。平成２２年度前期では半期の受講者が初めて500
名を超えるなど、市民の間に広く浸透し、人気講座となっています。
　平成２２年度は本学から、以下の講師を派遣しています。

CONTENTS
〈商大トピック〉
　●第45回大学祭開催　●キッズマネー教室開催　●岡山後楽館高校生徒が体験授業に参加　
〈アジアリポート〉
　●2010年度のアジアビジネスコースについて　●「中国絵画・書道展」開催　●孔子学院公開講演会開催
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吉
備
学
園
創
立
100
年

新
た
な
教
育
体
制
の
構
築
を

新年を
迎えて

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
我
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

　
い
ま
言
え
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
大
き
な

マ
ク
ロ
的
な
流
れ
の
中
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
我
々

の
使
命
は
「
有
為
な
人
材
の
輩
出
」

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
時
は
流
れ
、

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
流
れ
は
国
の
内
外
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
我
々
の
小
さ
な
大
学
で
す
ら
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ

て
物
事
を
判
断
し
、
あ
る
べ
き
道
を
模
索
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

道
な
き
道
を
探
し
あ
て
、
我
々
の
使
命
を
全
う
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
、
存

続
す
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
自
明
で
あ
る
が
、
教
育
と
い
う
も

の
は
、
す
ぐ
に
効
果
が
出
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
卒
業
後
か
な
り
の
年

月
を
経
て
は
じ
め
て
そ
の
評
価
が
行
わ
れ
る
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
に
お
い
て
我
々
の
使
命
を
じ
っ
く
り
と
考
え
、
計
画
し
、
実

践
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
い
か
に
捉
え
る
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
興
味
を
引
く
デ
ー
タ
が
あ
る
。
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ド
ル
ベ
ー
ス

で
過
去
10
年
間
に
約
５
倍
、
過
去
20
年
間
に
約
20
倍
に
な
っ
た
。
先
進
国

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
米
国
で
す
ら
過
去
15
年
間
で
約
２
倍
に
な
っ
た
。

日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
は
過
去
20
年
間
、
日
本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
５
０
０
兆
円
で
停
滞
を
き
た
し
て
い
る
。「
失
わ
れ
た
90
年
代
」
と
呼
ば

れ
て
き
た
日
本
の
経
済
事
情
は
い
ま
や
「
失
わ
れ
た
20
年
」
に
延
期
さ
れ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
な
ん
と
い
う
有
様
で
あ
ろ
う
か
。
元
気
な
日
本
を

支
え
て
き
た
の
は
海
外
の
新
し
い
息
吹
を
吸
収
し
て
帰
っ
て
き
た
先
駆
的

な
賢
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
今
で
は

若
者
の
留
学
熱
は
一
時
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
消
極
的
な
、
短
絡
的
な
し
か
も
目
先
の
幸
せ
を
も
っ
ぱ
ら
追
求
す
る

縮
じ
込
ん
だ
若
者
像
し
か
描
け
な
い
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　
我
々
の
姿
勢
、明
日
の「
有
為
な
人
材
」を
育
て
る
と
い
う
理
念
の
下
で
は
、

そ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
夢
を
抱
い
て
い
て
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
。

　
日
本
企
業
が
世
界
経
済
で
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
失
い
か
け
て
い
る
の
は
、

21
世
紀
に
入
り
新
興
国
が
台
頭
し
、
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

市
場
の
中
で
コ
ス
ト
競
争
力
を
失
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
企

業
の
国
際
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
敗
因
は
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

処
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
際
化
は

面
の
広
が
り
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
「
統
合
」
が
意
味
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
は
同
一
で
は
な
い
。
日
本
企
業

は
国
際
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
も
、
仲
間
内
主
義
や
純
血
主
義
で
形

容
さ
れ
る
体
質
を
有
し
て
お
り
、
島
国
根
性
を
払
拭
で
き
て
い
な
い
閉
鎖
的

な
体
質
を
擁
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企

業
経
営
は
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
体
質
を
擁
す
る
も
の
で
あ
り
、
仕
事
本

位
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
国
際
的
企
業
と
い
え

ど
も
日
本
企
業
は
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
の
傾
向
を
強
め
た
と
い
う
指
摘
も
あ

る
。
し
か
も
「
失
わ
れ
た
10
年
間
」
の
惰
性
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
時
の

流
れ
に
即
し
た
世
界
企
業
に
必
要
な
体
質
を
十
分
に
備
え
て
い
な
い
、
と
い

う
指
摘
は
的
を
射
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
様
な
こ
と
は
我
が
大
学
に
も
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
が
大
き

く
移
り
変
わ
る
中
で
、明
日
に
必
要
な「
有
為
な
人
材
」の
輩
出
を
狙
う
限
り
、

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
明
日
の
社
会
を
読
み

込
ん
だ
新
た
な
教
育
・
研
究
姿
勢
及
び
組
織
戦
略
を
必
要
と
す
る
。

　
我
が
大
学
の
学
生
が
４
年
間
と
い
う
短
い
期
間
に
、
変
化
の
激
し
い
明
日

の
世
界
に
十
分
対
応
で
き
る
だ
け
の
資
質
の
涵
養
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
向
け
て
す
で
に
新
し
い
方
策
が
検
討
・
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、

大
学
挙
げ
て
の
英
知
を
結
集
し
て
今
一
度
本
学
の
理
念
に
も
と
づ
く
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え
る
。

　
本
年
は
吉
備
学
園
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
る
。
伝
統
を
踏

ま
え
、
新
し
い
時
代
に
新
し
い
教
育
体
制
の
構
築
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
岡
山
商
科
大
学 

学
長
　
井
尻
昭
夫
）

2010年
7月2日、16日、30日

2010年
7月8日、22日、8月5日

2010年
7月9日、7月23日、8月6日

2011年
1月21日、2月4日、2月18日

2011年
2月15日、3月1日、3月15日

地域づくりの課題と展望

中国の歴史と経済

歴史研究と歴史教育の現状

財務分析と株式投資　

国際社会のルールの仕組み

多田憲一郎（経済学部教授）

南部　稔（経営学部教授）

渡辺　渡（法学部講師）

市村　巧（経営学部教授）

砂川和泉（法学部准教授）

月日 テーマ 講師

月日 テーマ 講師


